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地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基

づき，令和７年度教育委員会の事務の点検及び評価を行ったので，

別紙のとおり報告書を公表する。 

 

 

令和８年６月１８日 

                                            

中 種 子 町 教 育 委 員 会



Ⅰ　 教育委員会の事務の点検・評価の概要について（令和７年度分） 

 

　 １　 地方教育行政法等の改正 

　 　  平成１９年６月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により，第２６条 

   において，「教育委員会は，毎年，その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい 

   て点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を作成し，これを議会に提出するととも 

   に，公表しなければならない」ことが規定された。 

　 　  また，この点検及び評価を行うに当たっては，「教育に関し学識経験を有する者の知見 

   の活用を図るものとする。」（同条第２項）と規定された。 

 

　 ２　 目　 的 

     教育行政運営の中において，施策や事業の 

     「Plan（計画）」 → 「Do（実行）」 → 「Check（点検・評価）」 → 「Action（改善）」というマ

   ネージメントサイクルを確立するとともに，一連の情報をわかりやすい形で町民に公表する 

   ことにより，次の事項の実現を図る。 

    ア　 行政の説明責任の徹底 

    イ　 効率的で質の高い行政の実現 

    ウ　 成果重視の行政の実現 

 

　 ３　 対象施策及び事業 

     令和７年度の対象施策・事業については，12施策13事業。 

     中種子町の教育行政を運営する中において，教育，文化，スポーツの振興策を構成す 

   る施策及び事業を点検・評価の対象とした。 

 

　 ４　 点検・評価のフロー 

 

       　 　 (主管課）                　 （評価委員会）                             

                                  教育委員・外部評価委員                  

      
 　 一　 次　 評　 価

      →        二　 次　 評　 価       　 →    
公　 　 表

 

 

 

  ５　 点検・評価の経過等 

　     令和８年１月中旬・・・・・・・・・・・・・対象事業の選定

　 　   令和８年４月上旬・・・・・・・・・・・・・自己評価(一次評価)

     令和８年５月２１日(木)・・・・・・・・・評価委員会・教育委員会(二次評価) 

      令和８年６月下旬・・・・・・・・・・・・・議会報告・公表(町ホームページ)

 

 

 

                                             　 　 　   【Ⅰ概要，Ⅱ対象事業】



Ⅱ　 事務の点検・評価の内容及び結果について 

　 １　 点検･評価の対象とする施策及び事業について 

　 　 　 中種子町の教育行政を運営する中において，教育，文化，スポーツの振興策を構成す

　 　 る32施策及び112事業のうち，重要と思われる12施策13事業を点検・評価の対象とした。 

 

　Ⅰ　学校教育の充実　 

 １ 　将来を見据えて，自立し，たくましく生き抜く力を育むキャリア教育の推進  

【施策】（コード１０１） 　 　   　                　  【事業】 

 　 (1)将来を見据えて，自立し，たくましく ①自立的によりよく生きる力の育成 

　 　  生き抜く力を育むキャリア教育の推進 ②確かな学力の定着 

 ③確かな学力を活用できる能力の育成 

④学習意欲を促す評価の工夫と活用

 

 ２ 　Society5.0時代を生き抜く力を育むための，ICT教育の積極的な推進 

【施策】（コード１０２）   　 　 　                　  【事業】 

   (1)Society5.0時代を生き抜く力を育む  ①更新時期に応じたＩＣＴ環境の更新 

     ための，ICT教育の積極的な推進  ②個別に最適で効果的な学びの支援 

  ③遠隔・オンライン教育の推進 

     ④校務の効率化の推進 

 ⑤情報モラル教育の推進

 

 ３ 　児童生徒一人一人に寄り添い，持続可能で多様性と包摂性のある社会の創り手

　　　を育む，誰一人取り残すことのない教育の推進 

【施策】（コード１０３）   　   　 　              　  【事業】 

   (1)児童生徒一人一人に寄り添い，持  ①魅力ある学校づくりの推進 

　 　 　 続可能で多様性と包摂性のある社  ②特別支援教育の充実 

　 　 　 会の創り手を育む，誰一人取り残す  ③人権同和教育の充実 

　 　 　 ことのない教育の推進  ④キャリア教育（進路指導）の充実

 

 ４ 　 規範意識を養い，豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 

【施策】（コード１０４）    　 　 　 　             　  【事業】 

   (1)規範意識を養い，豊かな心と健や ①心の教育の推進 

　 　  かな体を育む教育の推進 ②生徒指導の充実 

③保健体育・安全・給食指導の充実

   ５ 　 教職員の資質向上と開かれ信頼される学校づくりの推進 

  【施策】（コード１０５）    　 　 　 　             　  【事業】 

   (1)教職員の資質向上と開かれ信頼 ①校内研修の充実 

　 　  される学校づくりの推進 ②管理職研修の充実 

 ③教職員研修の充実 

                                             　 　 　   【Ⅰ概要，Ⅱ対象事業】



 ④教育研究の充実 

 ⑤学校経営の充実 

⑥幼・小・中・高・特別支援学校との連

　 　  携の充実 

⑦地域が育む｢かごしまの教育｣県民

                                                週間の推進 

   ６ 　 教育環境の整備・充実 

  【施策】（コード１０６）    　 　 　 　             　  【事業】 

   (1)学校施設・設備等の充実 ①学校施設の補修・整備 

②学校教材・備品の充実 

③教職員住宅補修・整備 

④学校施設台帳の整備

                                              ⑤その他(地域スポーツ・文化活動 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 推進事業) 

 

   ７ 　 学校給食の充実 

  【施策】（コード１０７）    　 　 　 　             　  【事業】  

   (1)学校給食の充実 ①安心・安全な食の供給と食育教育 

　 　  の充実 

②給食センターの管理運営の充実と

                                            　 　 職員の資質向上 

  Ⅱ　社会教育の充実    

　  １ 　 総合的な生涯学習の整備とあらゆる場面を活用した連携・協働による学習機会の拡充 

  【施策】（コード２０１）                           【事業】 

 　 １－１ 総合的な生涯学習の整備 

　  (1)推進体制の整備 

 　 (2)生涯学習施設の利用促進 

 　 (3)指導体制の整備と学習情報の提供 

  １－２　 あらゆる場面を活用した連携・協働による学習機会の拡充 

 

                                              【事業】 

   (1)指導体制の充実 ①生涯学習推進体制の充実 

 ②学習情報提供と相談体制の充実 

 ③視聴覚ライブラリーの活用促進 

 ④社会教育関係団体の育成 

 ⑤指導者の育成 

   (2)青少年教育の充実 ①「郷土に学び・育む青少年運動」の推進 

 ②子ども会活動の育成・援助 

 ③「なかたね子ども体験活動促進事業」の拡充 

 ④地域学校協働活動の推進 

                                             　 　 　   【Ⅰ概要，Ⅱ対象事業】



 ⑤ジュニアリーダークラブ「べにんこ」の育成

    　 ・援助 

 ⑥「青年団体」育成及び事業への指導・助言 

 ⑦「なかたねの子」善行表彰の実施   　  

⑧読書活動の推進

                                          

   (3)家庭教育・成人教育の充実  ①家庭教育の充実 

 ②町ＰＴＡ連絡協議会活動への指導・助言 

 ③女性団体への支援 

 ④自治公民館活動への支援及び組織との連携 

 ⑤高齢者教育の充実 

 ⑥町民運動の推進 

　  (４）人権同和教育の推進 ①人権同和教育の推進 

 ②指導者の資質向上 

③啓発活動の促進

 

　  ２ 　 町子ども読書活動推進計画具現化のための読書活動の推進 

  【施策】（コード２０２）    　 　 　 　             　  【事業】 

   (1)読書活動の推進 ①ブックスタート・セカンドブックの実施 

②「読み聞かせ会」の実施 

③「早寝早起き朝読み運動」の展開」 

④読書グループ育成の支援 

⑤「中種子町読書強調月間」の実施

 

 ３ 　 公民館活動及び図書室の充実 

【施策】（コード２０３）   　  　 　               　  【事業】 

   (1)自治公民館活動の充実と ①中種子町自治公民館連絡協議会の機能 

     活性化    　 化と各自治公民館活動との連携を図る 

 ②公民館総合保障制度への加入促進 

 ③冠婚葬祭等の簡素化運動の充実 

 ④二十歳のつどいの実施 

 ⑤環境美化活動の実施 

   (2)学習機会の拡充と図書室の充実 ①生涯学習の推進 

②図書室の充実

 

                                             　 　 　   【Ⅰ概要，Ⅱ対象事業】



 ４ 　 ふるさと文化の創造と保護                       

【施策】（コード２０４）   　         　 　        　  【事業】 

   (1)芸術文化活動の促進 ①創作活動の奨励 

 ②鑑賞活動の充実 

   (2)種子島こりーなの活用 ①自主文化事業の拡充 

　 　 　 と自主事業の充実 ②貸館事業の奨励と利用率向上 

 ③音響，照明，舞台技術ｽﾀｯﾌの養成・確保 

 ④種子島こりーなの機能と管理運営の充実 

  

   (3)文化財の保存・活用 ①指定文化財の保護，保存と活用 

 ②民俗芸能の保存・伝承・公開 

 ③埋蔵文化財の保存・活用 

④歴史民俗資料館の管理・運営

 

 ５ 　 生涯にわたる健康づくりとスポーツ活動の一体的な推進 

【施策】（コード２０５）   　    　 　             　  【事業】  

   (1)生涯スポーツ活動の促進 ①体力づくりとｽﾎﾟｰﾂの生活化 

 ②壮年・婦人・実年層のｽﾎﾟｰﾂ活動の促進 

 ③ｽﾎﾟｰﾂ交流の促進 

   (2)指導者の養成と指導体制の確立 ①ｽﾎﾟｰﾂ推進委員等の研修機会の充実 

 ②ｽﾎﾟｰﾂ少年団の育成・指導 

 ③ｽﾎﾟｰﾂ団体・組織の充実 

 ④よいらーいきｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ指導者の養成 

   (３)競技スポーツの底辺拡大 ①競技力の向上・充実 

　 　  と競技力の向上 ②各種大会の開催      

 ③各種ｽﾎﾟｰﾂの安全管理の強化 

   (４)施設の有効活用と適切な維持管理 ①ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄの開催や誘致による中央運動公園 

    の積極的な活用 

 ②学校体育施設開放事業の促進 

 ③施設・設備の整備 

   (5)よいらーいきスポーツクラブ ①各スポーツ教室の開講 

     の推進 ②スポーツクラブ会員の拡充                   

Ⅲ　教育委員会機能の充実と活性化    

　  １ 　 教育委員会機能の充実 

  【施策】（コード３０１）   　    　 　             　   

   (1)教育委員の研修機会の充実 

　 　  町内各小・中学校の計画訪問の充実を図るとともに各教育施設，文化財等の視察を行う。地教

　 　  連・県教連との連携を図り，研修機会を通して資質向上を図る。 

   (２)定例教育委員会の機能強化を図るため，委員会の活動内容の広報に努める。 

                                               　  



   (３)教育支援体制の整備・充実 

   (4)町長部局との連携強化 

   ２ 　 学校財務事務の適性化 

  【施策】（コード３０２）                           【事業】  

   (1)備品関係 ①備品台帳の整備，現品との符号点検 

②備品の適正な保管・管理と有効活用 

③備品の見直しと更新(廃棄処分の申請等適正な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  事務処理 

   (2)諸帳簿等の整備 ①電話使用簿の公用・私用の明確化と適正使用 

 ②学校徴収金の適正処理と校内監査体制の確立 

 ③学校予算の効果的執行 

 ④学校の施設・設備を充実するための定期的実態 

      調査 

 ⑤教具・教材及び教育機器の定期点検と見直し 

 ⑥学校図書の定期点検と台帳整備 

   (3)事務事業等計画 ①転入教職員宣誓式及び歓迎式 

②令和７年度学校予算配分説明会 

③令和７年度教育委員会学校訪問 

④奨学資金貸付委審査会 

⑤令和７年度学校教育関係統計調査 

⑥令和７年度学校施設台帳の整備 

⑦令和６年度決算審査 

⑧令和６年度決算特別委員会 

⑨令和７年度学校備品監査及び定期監査 

⑩令和８年度学校当初予算編成説明会 

⑪議会総務文教常任委員会所管事務調査対応

  

                                               　  



　Ⅱ　 施策及び事業の目的   

                                                          　   　 　 　 　 　 　  ※事業費の予算額は，令和８年３月３１日現在

〔施策コード〕         　   　   事業費（千円） 

施　 策　 名
施策目的 事　 業　 名 事業目的

Ｒ７予算額

〔１０１〕     

将来を見据え 小・中・高等学校の連携を密 ②確かな学力の定 各種学力検査結果の分析を行い，各学 －　 

て，自立し，た にし，児童生徒一人一人に基礎 着 校の課題に応じた指導法の改善や共通実

くましく生き抜 的・基本的内容の確実な定着を 践項目を設定し，児童生徒の基礎的・基

く力を育むキャ 図るとともに，能力や個性を重視 本的内容の定着を図る。 

リア教育の推進 した学習指導を展開し，創造性 　町内児童生徒の学力の現状を把握し，

 や自己教育力を育てる。 学力向上を図るために小・中・高等学校

 の連携を図る。 

〔１０３〕     

児童生徒一人一 　 児童生徒の多様性を認め，一 ②特別支援教育の 　 児童生徒の特別な教育的ニーズを的確 ２９，１０１ 

人に寄り添い， 人一人の教育的ニーズに的確 　充実 に把握し，適切な支援や助言を行うこと

持続可能で多様 に応える指導が提供できるように により個々の児童生徒の適切な発達を促

性と包摂性のあ するために児童生徒の実態把 す。

る社会の創り手 握に努める。また，生徒指導提

を育む，誰一人 要に示されているように発達支

取り残すことの 持的生徒指導を推進し，自己肯

ない教育の推進 定感・自己有用感の向上を見据

 えた分かる授業づくりに努める。 

 　 あわせて，人権意識について

 の正しい認識をもち理解を深め

させるとともに，自分の進路を選

択・決定できるような進路指導を

推進する。 

〔１０６〕 　   　   

教育環境の整備 　 長期振興実施計画，学校施 ①学校施設の補修 　 学校施設は，児童・生徒が一日の大半 ８０，７２６ 

・充実 設等長寿命化計画に基づき，安 ・整備 を過ごす場所である。安心安全な教育環

 心安全な教育環境作りを進める 境を確保するため，危険箇所の整備を行

 ため，校舎・教職員住宅改修・ う。

 補修工事，学級編成(複式・特別

 支援学級)に対する備品等の充

 実及び教育機器の年次計画に

 基づいた購入等，教育条件・環

 境の整備に努める。 

  

     

③教職員住宅補修 　 築年数が長く，シロアリ被害などで老 ４，５８５ 

・整備 朽化が進み，危険な住宅が増えてきたの

で教職員の住環境整備を図るため改修を

行う。

〔１０７〕     

学校給食の充実 　 学校給食は，栄養バランスの ①安心・安全な食 　 各小中学校及び特別支援学校において，            －
よい食事によって子どもたちの の供給と食育教育 栄養教諭が中核となり，食に関する指導

心身の健康や発育，発達を支え の充実 を行うとともに，給食指導担当者会や食

ていることはもとより，食に関する 育の日に食に関する資料提供を行う等，

指導を効果的にすすめるための 関係者が連携して体系的・継続的な食育

「生きた教材」としての役割を担 の推進を図る。また，「ワイワイ畑」等地

っている。 元生産者と連携・協働し，学校給食にお

　 また，地場産物や郷土料理， ける地場産物の活用及び郷土料理の歴史

行事食を取り入れており，地域 やゆかり，食材などを学ぶ取組により食

文化や伝統に対する理解と関心 育の推進を図る。

を深める。 

〔２０１〕 　   　   

青少年教育の充 　 家庭や地域の教育機能の活 ③「なかたね子ど 　 多くの人々との交流を図り，様々な体 ２８５ 

実 性化を図り，実践活動を通して， も体験活動促進事 験を行うことで，子どもたちの個性や創

豊かな心・ふるさと意識を持った 業」の拡充 造性をさらに深め，健康で心豊かな人間

青少年の育成と自主的な活動が 形成を目指すことを目的とする。

できる青少年団体の育成に努め

る。 

                                                                         　　　     【Ⅱ施策及び事業の目的】



〔２０２〕 　   　   

読書活動の推進 　 読書は，子どもたちが言葉を ②「読み聞かせ会」 　 読み聞かせやお話の実演を通して，学 ５４ 

学び，感性を磨き，表現力や創 　 の実施 習の基盤を築くとともに，本への関心を

造力を豊かなものにするととも 高め心のふれあいや想像力の向上を図る

に，人生をより深く生き抜く力を ことを目的とする。

身に付けていく上で欠くことがで

きないものである。また「やさし

さ，いたわり，思いやり，強さ，協

調性」などを醸成する上でも，高

い教育力を持っている。 

　 時間・場所を問わず自らの意

志で学習できる機能性を活用

し，家庭・学校・地域において，

読書活動を通した青少年の健全

育成と，学習機会の少ない若年

保護者の意識高揚を図り，「中

種子町子ども読書推進計画」の

具現化を進めるための事業を推

進する。

〔２０３〕 　   　  　   　 　 　 　  

自治公民館活動 　 生涯学習拠点としての中央公 ①中種子町自治公 　 町内の自治公民館が連携し，地域にお ３００ 

の充実と活性化 民館の円滑な運営・充実を図る 民館連絡協議会の ける公民館活動を充実・強化して時代に

 とともに，地域住民の活動拠点 機能化と各自治公 即応した教育，産業，文化の振興を図り，

 である地区・自治公民館の活動 民館活動との連携 共生・協働の自主的な活動の推進並びに

の活性化を促進するために活動 を図る 明るく温もりに満ちた郷土づくりを推進

の推進を図る。 することを目的とする。 

〔２０３〕 　   　   

学習機会の拡充 　 情報・学習資料の収集，整 ①生涯学習の推進 　 高齢者が集い，学習や活動を通して親 ７２ 

と図書室の充実 理，提供の機能を図書室に備  睦を深めながら，健康づくり・生きがい  

 え，生涯学習の中心的役割を果  づくりにつなげていくことを目的とする。  

 たすための開かれた公民館活    

動を推進する。

〔２０４〕 　   　   

種子島こりーな 　 町民の多様な芸術文化活動 ①自主文化事業の 　 種子島こりーなの効率的な運用と自主 １９，８８７ 

の活用と自主事 を支援するとともに，芸術文化団 　 拡充 文化事業実施による鑑賞機会の拡充を図  

業の充実 体の育成を図り，文化意識の高  る。  

 揚に努め，自主的で個性豊か創   

作活動を促進する。

〔２０４〕 　   　   

文化財の保存・ 　 貴重な文化財を次世代に引き ①指定文化財の保 　 国･県･町指定の文化財について，その ４９９ 

活用 継ぐ個性豊かなふるさと文化の 　護，保存と活用 保存及び活用のために必要な措置を講じ，

創造を推進するため，歴史的な  郷土文化の向上に資することを目的とす

文化遺産や伝統文化の継承， る。 

埋蔵文化財の調査・保存・活用

や立切遺跡の国指定史跡に伴

う普及啓発活動を推進する。 

〔２０５〕   　   

施設の有効活用 　 太陽の里・中央運動公園を積 ①スポーツイベント 　スポーツの町づくり”を目指して，施 ５，０５０ 

と適切な維持管 極的に整備・活用し，より専門的 　 の開催や誘致に 設を有効利用し，競技力の向上・健康づ

理 なスポーツ団体の誘致及び町民 　 よる中央運動公 くり・青少年健全育成に資するため，県

のニーズ・高度化に対応しなが 　 園の積極的な活 内外のスポーツ選手の合宿を誘致する。

ら生涯にわたる健康づくり・スポ 　 用 　  

ーツ活動を一体的に促進し，"ス   

ポーツの町づくり"を推進する。   

〔２０５〕     

よいらーいきスポ   多様化するスポーツ活動に対 ②スポーツクラブ会 　 誰もが，いつでもどこでもスポーツに ８，７００ 

ーツクラブの推 応するため，各スポーツ教室の 　 員の拡充 親しむことができる「生涯スポーツ社会」

進 充実を図るととともに，会員の拡 の実現を図る。

充を推進する。 

                                                                                                              

                                                                         　　　     【Ⅱ施策及び事業の目的】



　Ⅲ 　 点 検 ・ 評 価 の 結 果 に つ い て    

 　 (1)　 事 業 評 価 に つ い て  

ア 　 評 価 の 観 点  

事 業 の 点 検 ・ 評 価 は ， 事 業 の 必 要 性 ， 事 業 の 進 捗 及 び 事 業 の 効 率 性 の 観 点 で 行

っ た 。  

・ 必 要 性 　 　 　 〔 A： 適 合 ， B： 概 ね 適 合 ， C： 不 適 合 〕  

・ 進 捗 状 況 　 　 〔 A： 順 調 ， B： 概 ね 順 調 ， C： 要 改 善 〕  

・ 効 率 性 　 　 　 〔 A： 効 率 的 ， B： 概 ね 効 率 的 ， C： 要 検 討 〕  

 

イ 　 評 価 の 観 点 の 状 況
施 策 コ ー ド 事 　 　 　 業 　 　 　 名 必 要 性 進 捗 状 況 効 率 性

１ ０ １ ② 確 か な 学 力 の 定 着 A A C

１ ０ ３ ② 特 別 支 援 教 育 の 充 実 A C A

１ ０ ６ ① 学 校 施 設 の 補 修 ・ 整 備 B B A

③ 教 職 員 住 宅 補 修 ・ 整 備 A B A

１ ０ ７ ①安 心 ・ 安 全 な 食 の 供 給 と 食 育 教 育 の 充 実 A A A

２ ０ １ ③ ｢な か た ね 子 ど も 体 験 活 動 促 進 事 業 ｣の 拡 A Ｂ A

充

２ ０ ２ ② ｢読 み 聞 か せ 会 ｣の 実 施 A A A

２ ０ ３  ① 中 種 子 町 自 治 公 民 館 連 絡 協 議 会 の 機 能 化 A A A 

 　 と 各 自 治 公 民 館 活 動 と の 連 携 を 図 る

① 生 涯 学 習 の 推 進 A A A

２ ０ ４ ① 自 主 文 化 事 業 の 拡 充 A B Ｂ

① 指 定 文 化 財 の 保 護 ， 保 存 と 活 用 A B －

２ ０ ５ ① ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 開 催 や 誘 致 に よ る 中 B B B

　 央 運 動 公 園 の 積 極 的 な 活 用

② ス ポ ー ツ ク ラ ブ 会 員 の 拡 充 B B B

 

施 策 コ ー ド 事 　 業 　 名 点 検 ・ 評 価 成 果 指 標 達 成 状 況

１ ０ １  ② 確 か な 学 力 の 定 確 か な 学 力 の 定 着 を 図 る こ と は ， 各 種 学 力 調 査  100.0％ 

着 児 童 ・ 生 徒 の 将 来 の 職 業 選 択 の 幅 目 標 値  8 校  

を 広 げ る と と も に ， 町 の 活 性 化 や 発 実 績 値  8 校  

  展 に 寄 与 す る こ と に 直 結 す る 。 令 和

７ 年 度 は ， 前 年 に 引 き 続 き 町 内 の 小 研 究 実 践 ， 研

学 校 ５ ・ ６ 年 生 全 員 を 対 象 に 様 々 な 修 会  

職 業 の 方 か ら 講 話 を 聞 く 機 会 を 設 目 標 値  ５ 回 

け る こ と が で き た 。  実 績 値  ５ 回

課 題 と し て ， 多 様 な 検 査 を 実 施 し

て い る が 、 受 検 す る 児 童 生 徒 の 負

担 や 分 析 す る 教 職 員 の 負 担 も 大 き

い こ と か ら 、 事 業 を 精 査 す る な ど 改

善 し て 事 業 の 効 率 性 を 高 め て い く

必 要 が あ る 。

１ ０ ３  ② 特 別 支 援 教 育 の  特 別 支 援 教 育 に 対 す る 理 解 の 深 支 援 員 配 置 数   

 　 充 実  化 及 び 幼 児 期 か ら 就 学 期 へ の 円 滑 目 標 値 10人 93.3％ 

                                                          　 　 　 　 　 　  　  　 【Ⅲ　 点検・評価】



  な 接 続 が 図 ら れ た 。  実 績 値 ８ 人  

  特 別 な 支 援 が 必 要 な 児 童 生 徒 の   

  情 報 を 共 有 化 し ， 乳 幼 児 期 か ら 小 ・ 教 育 支 援 委 員  

  中 ・ 高 と 継 続 し た 支 援 体 制 を 構 築 で 会 ・ 就 学 教 育  

  き た 。  相 談 会 回 数   

  通 常 の 学 級 に 在 籍 す る 特 別 な 支 目 標 値  ５ 回  

  援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 へ の 支 援 実 績 値  ６ 回  

  体 制 を 構 築 で き た 。    

　 今 後 は 児 童 生 徒 が 安 心 し て 過 ご

せ る 多 様 な 居 場 所 を 保 障 す る た め

に ， 環 境 整 備 が 必 要 で あ る 。

１ ０ ６  ① 学 校 施 設 の 補 修 油 久 ・ 南 界 ・ 岩 岡 小 学 校 特 別 教 学 校 施 設 改 修 100.0％ 

 　 ・ 整 備  室 空 調 設 備 新 設 工 事 ・ 南 界 小 学 校 事 業  

  体 育 館 床 改 修 工 事 ， 各 小 中 学 校 施 事 業 目 標 値  

  設 修 繕 費 及 び 樹 木 伐 採 が 行 わ れ ， 80,726千 円 

  児 童 生 徒 ， 教 師 及 び 地 域 住 民 が 安 事 業 実 績 値  

  心 し て 利 用 で き る 学 校 施 設 の 整 備 80,726千 円 

  が 図 ら れ た 。 ま た ， 学 校 施 設 等 長 寿

 命 化 計 画 に 基 づ き 学 校 施 設 の 長 期

 的 な 視 点 か ら 求 め ら れ る 機 能 や 役

 割 を 考 慮 し た 長 寿 命 化 改 修 ， 財 政

 負 担 等 の 平 準 化 ， 児 童 生 徒 の 安 全

 性 の 確 保 や 適 正 な 教 育 環 境 の 充 実

 が 図 ら れ た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 　 課 題 と し て ， 学 校 施 設 も 年 々 老

 朽 化 し て い く の で ， 危 険 箇 所 か ら ，

 順 次 改 修 を 行 い ， 安 心 ・ 安 全 な 教

 育 環 境 の 整 備 を 図 っ て い く 。

 

 ③ 教 職 員 住 宅 補 修 　 教 職 員 住 宅 は 全 体 的 に 築 年 数 が 各 学 校 教 職 員 100.0％ 

   　 ・ 整 備 古 く ， 建 て 替 え が 必 要 な 住 宅 も あ る 住 宅 改 修 ・ 補

    が ， 高 額 な 予 算 を 必 要 と す る た め ， 修 事 業

  計 画 的 な 住 宅 整 備 が 必 要 と な る 。 事 業 目 標 値   

 老 朽 化 し た 施 設 の 改 修 ， 補 修 を 実 4,585千 円  

   施 し た 事 に よ り ， 居 住 環 境 が 改 善 さ 事 業 実 績 値

れ た 。  4,585千 円

　 引 き 続 き 住 宅 の 良 好 な 維 持 管 理

に 努 め ， 教 職 員 の 安 心 ・ 安 全 な 住

環 境 の 整 備 を 図 る 。

１ ０ ７  ① 安 心 ・ 安 全 な 食 　 学 校 給 食 で は ， 栄 養 バ ラ ン ス の と 研 修 ， 広 報 啓 107.5％ 

　 の 供 給 と 食 育 教 れ た 豊 か な 食 事 を 提 供 す る こ と に よ 発 ， イ ベ ン ト ・

　 育 の 充 実 り ， 成 長 期 に あ る 児 童 生 徒 の 心 身 交 流 回 数  

の 健 全 な 発 達 と 健 康 の 増 進 ， 体 位 目 標 値 　 93回 

の 向 上 が 図 ら れ る 。  実 績 値   100回 

　 給 食 指 導 で は ， 給 食 の 時 間 に お

け る 共 同 作 業 を 通 し て ， 責 任 感 や

連 帯 感 を 養 う と と も に ， 学 校 給 食 に

携 わ る 人 々 へ の 感 謝 の 気 持 ち な ど

                                                          　 　 　 　 　 　  　  　 【Ⅲ　 点検・評価】



豊 か な 心 を 育 み ， 好 ま し い 人 間 関

 係 の 育 成 が 図 ら れ る 。

　 食 に 関 す る 指 導 に お い て は ， 給

食 に 使 用 さ れ る 食 品 を 通 し て ， 食 料

の 生 産 ， 流 通 ， 消 費 に つ い て 学 習

し ， 献 立 を 活 用 し な が ら ， 食 品 の 種

類 ， 産 地 や 栄 養 的 な 特 徴 を 学 ぶ こ

と が で き る 。 ま た ， 地 場 産 物 を 積 極

的 に 活 用 す る こ と に よ り ， 自 分 の 住

ん で い る 地 域 へ の 愛 着 を 育 む と と も

に ， 生 産 者 の 工 夫 や 努 力 に つ い て

考 え ， 地 域 の 産 業 等 の 理 解 を 深 め

る ほ か ， 食 料 輸 送 に か か る 環 境 問

題 ， 食 料 自 給 率 等 に つ い て 考 え る

 機 会 と な る 。

　 成 果 指 標 に つ い て は そ れ ぞ れ の

開 催 回 数 を 根 拠 と し た 。

２ ０ １  ③ ｢な か た ね 子 ど も 体 験 不 足 や 人 間 関 係 の 希 薄 化 が 参 加 者 数  74.6％ 

 体 験 活 動 促 進 事 指 摘 さ れ る 中 ， 多 く の 人 々 と 出 会 目 標 値 209人  

 業 ｣の 拡 充  い ， 体 験 活 動 や 交 流 を 図 る こ と で ， 実 施 値 156人  

    思 い や り や 自 主 性 ， 社 会 性 ， 規 範

    意 識 を 育 て る と と も に ， 仲 間 と 協 力

    し て 行 動 す る こ と の 大 切 さ を 学 ぶ 機

     会 と な っ た 。

     ・ 親 子 ふ れ あ い ウ ォ ー ク （ 中 止 ）

    ・ な か た ね チ ャ レ ン ジ ・ キ ッ ズ 延 べ １

５ ６ 名 （ 目 標 ： ２ ０ ９ 名 ）  　 　 　 　 　

　 な お ， な か た ね チ ャ レ ン ジ ・ キ ッ

ズ や 親 子 ふ れ あ い ウ ォ ー ク に お い

て ， 参 加 者 が 目 標 に 達 し て い な い 。

今 後 も 魅 力 的 な イ ベ ン ト に な る よ う

 内 容 の 充 実 を 図 る 。

ま た ， 天 候 や 開 催 時 期 に つ い て も

検 討 し て い き た い 。

２ ０ ２ ② ｢ 読 み 聞 か せ 会 ｣ 子 ど も の 読 解 力 の 向 上 ・ 想 像 力 実 施 回 数  100.0％ 

の 実 施 の 育 成 な ど ， 様 々 な 面 で の 子 ど も の 目 標 値 9回 

成 長 と 発 達 を 促 す こ と が で き る 。 ま 実 施 値 9回 

た 、 読 み 聞 か せ 会 を き っ か け に ， 子

ど も た ち が 図 書 室 へ 出 向 き ， 本 を 手

に 取 る な ど 読 書 に 興 味 を 持 つ よ い

 機 会 と な っ て い る 。

（ ※ 野 閒 幼 稚 園 ， 中 央 保 育 所 ， 町

内 小 学 校 ７ 校 で 開 催 ）

２ ０ ３  ① 中 種 子 町 自 治 公 連 絡 協 議 会 は ， 各 自 治 公 民 館 か 活 動 回 数  87.5％ 

 民 館 連 絡 協 議 会 ら な る 組 織 で ， 町 全 体 の 簡 素 化 運 目 標 値 24回  

 の 機 能 化 と 各 自 動 ・ 各 自 治 公 民 館 運 営 等 の 助 言 実 施 値 21回  

 治 公 民 館 活 動 と や ， 自 治 公 民 館 長 の 資 質 の 向 上 の   

                                                          　 　 　 　 　 　  　  　 【Ⅲ　 点検・評価】



 の 連 携 を 図 る  た め の 研 修 会 等 を 行 い な が ら ， 豊   

    か な 町 づ く り を 目 指 し て い る 。 ま た ，

    社 会 教 育 ・ 生 涯 学 習 を 末 端 か ら 推

    進 し て い く 上 で も 重 要 な 組 織 で あ

     る 。

    女 性 部 に お い て は ， 「 見 舞 い 返 し

    は 遠 慮 さ せ て い た だ き ま す 」 」 と い う

    一 文 が 入 っ た お 見 舞 封 筒 を 作 成 し ，

    簡 素 化 運 動 の 啓 発 と 推 進 の 一 翼 を

  担 っ て い る 。

 課 題 と し て 少 子 高 齢 化 に よ り 集 落

 機 能 の 低 下 や 組 織 の 衰 退 が 懸 念 さ

れ る 。

① 生 涯 学 習 の 推 進  仲 間 づ く り や 生 き が い づ く り ， 心 活 動 回 数  100.0％ 

 身 の 健 康 維 持 等 に 重 要 な 役 割 を 果 目 標 値 16回  

 た し て お り ， 学 級 生 も 毎 月 １ 回 の 開 実 施 値 16回  

 講 を 楽 し み に し て い る 。 ま た 、 高 齢 　 　   

   者 の 活 力 が 地 域 に 活 気 を も た ら し ，

地 域 全 体 の 活 性 化 に つ な が る 。

２ ０ ４  ① 自 主 文 化 事 業 の 種 子 島 こ り ー な を 有 効 に 活 用 し ， 入 場 者 数  171.4％ 

 拡 充  年 代 ・ 教 育 的 効 果 ・ 芸 術 性 ・ 情 操 性 目 標 1,720人 

 を 考 慮 し た 選 定 に 基 づ く 自 主 文 化 実 績 2,948人 

 事 業 の 実 施 は ， 町 民 の 芸 術 的 で 創 　 　  

造 性 あ ふ れ る 文 化 活 動 を 促 し ， ゆ と

り あ る 生 き が い に 満 ち た 活 力 の 源 と

 な る 。

　 令 和 ７ 年 度 の 自 主 文 化 事 業 に つ

い て は ， お お む ね 計 画 ど お り 実 施

 す る こ と が で き た 。

　 か ご し ま 子 ど も 芸 術 セ ン タ ー 巡 回

事 業 に よ る 子 ど も 向 け 舞 台 劇 は ,６
月 に 実 施 し 入 場 ６ ４ 人 。 ７ 月 に 実 施

し た み や ま ふ れ あ い コ ン サ ー ト で

は ， 霧 島 国 際 音 楽 祭 出 演 ア ー テ ィ

ス ト に よ る 質 の 高 い 音 楽 鑑 賞 の 時 間

を 提 供 で き た 。 毎 年 実 施 し て い る ，

日 髙 蔀 画 伯 絵 画 展 と 同 時 開 催 の ふ

る さ と の 風 景 画 作 品 展 は ２ 月 に 実 施

し ， 多 数 の 方 に 作 品 を 鑑 賞 い た だ

け た 。 年 ３ 回 を 予 定 し た 映 画 上 映

は ， イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 に よ る 延

期 も あ り 、 年 ２ 回 の 実 施 と な っ た が ，

さ ま ざ ま な 作 品 を 町 民 が 鑑 賞 で き る

機 会 を 提 供 す る こ と が で き た 。 ま た ，

令 和 ７ 年 が 種 子 島 こ り ー な が 開 館 か

ら ３ ０ 年 で あ る こ と を 記 念 し て ， １ 月

に ス ペ シ ャ ル 音 楽 ラ イ ブ を 開 催 。 ３

組 の 著 名 ア ー テ ィ ス ト に よ る 音 楽 公
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演 に 島 内 外 か ら 多 数 の 来 場 が あ り

満 席 近 い 入 場 と な り 好 評 を 得 た 。 　

今 後 も 公 演 内 容 に つ い て 関 係 機 関

と 協 議 し な が ら 多 種 多 様 な 舞 台 芸

術 作 品 を 町 民 へ 提 供 し て い き た い 。

　 課 題 と し て ， 有 料 ・ 無 料 ・ 公 演 内

容 に 限 ら ず ， 減 少 す る 町 内 ， 島 内

人 口 や 公 演 内 容 に よ っ て は 好 み が

分 か れ る 傾 向 な ど 集 客 が 難 し い 面

が あ る 。 ま た ， 離 島 で あ る が 故 に ，

公 演 で は 出 演 関 係 者 の 移 動 手 段 や

宿 泊 等 の 確 保 が 難 し か っ た り ， 機 材

の 輸 送 等 に コ ス ト が か か る 面 も あ

る 。 こ り ー な が 開 館 か ら ３ ０ 年 を 経 過

し ， 経 年 劣 化 や 潮 風 に よ る 塩 害 等

で 各 箇 所 等 に 傷 み が 見 ら れ ， 維 持

管 理 に 努 め て い る が 継 続 的 に 修 繕

や 改 修 等 も 必 要 で あ る 。

① 指 定 文 化 財 の 保 指 定 文 化 財 の 周 辺 環 境 整 備 を 行 指 定 文 化 財 の 100.0％ 

 　 護 ， 保 存 と 活 用 い ， 見 学 し や す い 環 境 に な る よ う 心 保 護 ， 保 存 と 活

 が け た 。 ま た ， 広 報 紙 に 毎 月 「 資 料 用 に 関 す る 事

  館 だ よ り 」 を 掲 載 し ， 町 民 へ 情 報 発 業 件 数

信 を 行 っ た 。  目 標 値 32件  

　 今 年 度 は 戦 後 ８ ０ 年 と い う 節 目 の 実 施 値 32件  

 年 で あ っ た た め か ， 増 田 校 区 の 戦

 跡 見 学 の 件 数 が 例 年 よ り 多 く ， 見 学

 者 は 熱 心 に 史 跡 の 見 学 を 行 っ て い

 た 。 積 極 的 に 質 問 も 出 さ れ ， 丁 寧 に

 わ か り や す い 回 答 を 心 が け た 。 戦 争

 の 悲 惨 さ ， 平 和 の 尊 さ を 学 ぶ こ と が

  で き た の で は な い か と 考 え る 。

　 古 市 家 住 宅 で は ， ５ 月 に 「 五 月 人

形 展 」 ， ２ 月 か ら ３ 月 に か け て 「 ひ な

ま つ り 」 を 行 い ， 多 く の 方 に ご 来 場

 頂 い た 。

　 課 題 と し て ， 少 子 高 齢 化 に よ り ，

有 形 ･無 形 文 化 財 の 保 存 ･伝 承 が 難

し く な っ て い る 。 特 に 無 形 民 俗 文 化

財 に つ い て は ， 後 継 者 ･担 い 手 不 足

に よ り 消 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 。 有

形 文 化 財 に つ い て も 経 年 劣 化 等 に

よ り ， 年 次 的 ･ 計 画 的 に 補 修 が 必 要

な 状 況 で あ る 。 文 化 財 の 重 要 性 ･意

義 等 を 周 知 し て い く こ と が 重 要 で あ

る 。 　

２ ０ ５  ① ス ポ ー ツ イ ベ ン 　 競 技 力 の 向 上 ・ 健 康 づ く り ・ 青 少 合 宿 誘 致 人 数  114.7％ 

 　 ト の 開 催 や 誘 致 年 健 全 育 成 に 資 す る 。  目 標 値   

 　 に よ る 中 央 運 動 　 充 実 し た 施 設 の 有 効 利 用 を 図 り ， 3,500人  
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 　 公 園 の 積 極 的 な 特 色 あ る 町 づ く り に 努 め る 。  実 績 値   

 　 活 用  ス ポ ー ツ の 振 興 に よ る 町 民 の 健 康 4,016人  

  保 持 の 増 進 を 図 る 。 　   

  　 合 宿 を 誘 致 す る こ と で 施 設 の 有  

  効 利 用 ， ま た 競 技 者 や 指 導 者 の 資  

  質 向 上 に 期 待 が で き る 。 さ ら に 旅 館  

業 や ス ー パ ー 等 へ の 経 済 効 果 も あ

る 。  

　 課 題 と し て ， 施 設 の 老 朽 化 に 伴

い ， 各 施 設 ・ 設 備 の 年 次 的 な 点 検

整 備 が 必 要 で あ る 。

② ス ポ ー ツ ク ラ ブ ス ポ ー ツ ク ラ ブ へ 加 入 し 運 動 す る ク ラ ブ 会 員 数  83.3％ 

会 員 の 拡 充 機 会 が 増 え る こ と に よ り ， 町 民 の 健 目 標 値  

康 増 進 が 図 ら れ る 。  600人 

　 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 特 徴 と し て ， 自 実 施 値  

分 の 好 き な 運 動 ・ ス ポ ー ツ プ ロ グ ラ 500人 

 ム に ， 自 分 の ペ ー ス で 参 加 す る こ と

が で き る や ， コ ー チ の 指 導 が 必 要 な

場 合 は 「 教 室 」 へ ， 個 人 ま た は 友 人

と 一 緒 に 気 楽 に 身 体 を 動 か し た い

場 合 は 「 サ ー ク ル 」 へ ， 個 々 の ニ ー

ズ に 合 わ せ て ， ど の プ ロ グ ラ ム に も

自 由 に 参 加 す る こ と が 可 能 で あ る 。

ま た ， 各 プ ロ グ ラ ム へ は 会 員 証 持 っ

て い く だ け で 簡 単 に 参 加 が 可 能 で

 あ る 。

　 次 年 度 も 会 員 確 保 に 努 め ， 会 員

の ニ ー ズ に 応 え ら れ る よ う ク ラ ブ 運

営 に 努 め ま す 。

 



　Ⅳ　 点検・評価の対象施策及び事業について 

　
〔施策コード〕    

施　 策　 名 事　 業　 名 意見・提言の内容 対　 　 応　 　 等

〔１０１〕  ・様々な職種で頑張っている ・取組が継続していけるよう、

将来を見据えて、自立 ②確かな学力の定着 卒業生など招いての講演をや 研修内容の充実に努めていく。 

し、たくましく生き抜 ってみてはどうか、夢を持た ・児童生徒や教職員の負担に

く力を育むキャリア教 せる指導も必要と思う。　　 ならないよう、事業を精査す

育の推進 ・各学校が研究したことを他 るなど事業の効率性を高めて

校でも共有できれば、より効 いきたい。

率的で負担軽減にもなるので

はないかと考える。　　　　

・子どもたちや教職員に無理

なく、成果が上がるよう期待

する。

〔１０３〕  ・各ご家庭や関係機関と連携 ・児童生徒が安心して過ごせ

児童生徒一人一人に寄 ②特別支援教育の充実 し、児童生徒の多様性に十分 る多様な居場所を保障するた

り添い、持続可能で多 に対応していただきたい。　 め、関係者・関係機関とも連

様性と包摂性のある社 ・支援員不足により支援を必 携して、安全な環境整備に努

会の創り手を育む、誰 要とする児童生徒が安全な環 めていきたい。 

一人取り残すことのな 境で学べるか心配。　　　　

い教育の推進 ・一人一人に寄り添った教育

により成長した様子には感動

する。その教育がスムーズに

実行できるよう地域・保護者

とも協力することが大切と思

う。

〔１０６〕  ・児童生徒、教職員が安心・ ・学校とも連携を図りながら、

教育環境の整備・充実 ①学校施設の補修・整 安全に学校生活が送れるよう、継続して定期的な施設点検を

備 優先順位を慎重に検討し、で 実施し、計画的に学校施設の

きる限りの対応をお願いした 環境整備に努めていきたい。 

 い。　　　　　　　　　　　

・学校は安全な場所でなけれ

ばならない、定期的な点検を

要望する。

 ・居住環境は、先生方の健康 ・教職員が教育業務にまい進

③教職員住宅補修・整 にも影響があると考え、安心 してもらうために、計画的な

備 ・快適な生活が送れるよう、 改修・修繕を行い、快適な住

環境をしっかりと整えてあげ 環境づくりに努めていく。 

ることで対応をお願いしたい。

また、計画的な改修をお願い

する。

〔１０７〕  ・安心安全な食の供給に取り ・児童生徒を第一に考え、今

学校給食の充実 ①安心・安全な食の供 組み感謝している。 　　　　 後も栄養教諭による「食」に

給と食育教育の充実 ・郷土料理やイベント給食な 関する指導、郷土料理の歴史

ど、食を通じてふるさとや世 や食材等の学習、また食に対

界について興味を持てるよう する興味が持てる取組など、
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な取組が良い。栄養教諭の食 充実した給食の提供に努める。 

に関する指導と各教科の授業

が関連付けられるとさらに面

白いと感じた。

〔２０１〕  ・チャレンジキッズでは魅力 ・種子島ならではの体験活動

青少年教育の充実 ③「なかたね子ども体 的な体験活動を提供できてい の内容など、今後もより充実

験活動促進事業」の拡 るのではないかと評価できる。した活動を提供できるよう検

充 今後も、ニーズにあった体験 討しながら、子どもたちの参

 活動が提供できるよう努めて 加を増やしていきたい。

頂きたい。　　　　　　　　

・目標人数に達していないが、

すばらしい事業であり今後参

加者の確保ができることを期

待する。

〔２０２〕  ・小規模校でも、高学年と低 ・読み聞かせ会は、読書に興

読書活動の推進 ②「読み聞かせ会」の実 学年に分けるなど、対象をし 味を持つよい機会となってい

施 ぼって内容を精選しても効果 るため、もっと効果的な内容

的ではないかと考える。　　 となるよう、趣向を凝らした

・読み聞かせは子どもたちの 取組なども検討し継続的に実

情操教育に大きな影響力を持 施していきたい。

つと思う。　　　　　　　　

・本に触れることはすばらし

いことで今後も継続を希望す

る。

〔２０３〕  ・生涯教育のサポーターや人 ・少子化、高齢化により集落

自治公民館活動の充実 ①中種子町自治公民館 材を育成し、地域の学びを支 組織そのものの存続も危ぶま

と活性化 連絡協議会の機能化と えるような仕組みが出来れば れてきている状況の中、対応

各自治公民館活動との よい。　　　　　　　　　　 が難しいところもあるが、各

連携を図る ・少子高齢化により集落機能 自治公民館と連携・協力し、

は低下しているため、対策が 資質向上のための研修会や魅

必要。　　　　　　　　　　 力ある活動の推進を図ってい

・各集落の取組を広く紹介で く。

きるとよい。

〔２０３〕  ・高齢者学級を楽しみにして ・今後も高齢者が集い、学習

学習機会の拡充と図書 ①生涯学習の推進 いる方が多く、今後もいろん や活動を通して親睦を深めな

室の充実 な活動計画を期待する。 がら、健康づくり・生きがい

・図書室の充実を図るため、 づくりにつなげていけるよう

町民へ本などの紹介も大切と 努めていきたい。また図書室

思う。 の充実が図れるよう検討した

い。

〔２０４〕  ・普段町内で映画は見れない ・こりーなも建設から３０年

種子島こりーなの活用と ①自主文化事業の拡充 ので今後も楽しみである。　 を経過し、施設・設備も老朽

自主事業の充実 ・施設の改修など費用も掛か 化のため改修の必要箇所が出

るが少しでも改善できること てきている。島内唯一の文化

を要望する。　　　　　　　 ホールとして島民の利用促進

・島で唯一のコンサートホー を図るため、計画的な改修の

ルであり、島内の方々も利用 実施に努めたい。また今後も
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しやすい方法も検討していけ １市２町の関係機関と協議し

るとよい。 ながら多種多様な舞台芸術作

品を島民へ提供できるよう努

める。

〔２０４〕  ・特定地域の無形民俗文化財 ・文化財の保存活動や伝承は、

文化財の保存・活用 ①指定文化財の保護、 も多く、保存活動をお願いし まず地元の方々がその文化財

保存と活用 たい。　　　　　　　　　　 の重要性や希少性を認識する

・少子化により無形文化財の ことと思われるため、文化財

伝承が難しくなり、中種子町 の啓発に取り組んでいく必要

の歴史を繋いでいくため、対 がある。 

応をお願いする。 　　　　　

・文化財は「中種子町民の宝」

という意識を高めることを考

える。

〔２０５〕  ・誘致活動によって、子ども ・スポーツ等合宿誘致推進協

施設の有効活用と適切 ①スポーツイベントの開 たちが本格的な競技を見れる 議会や各競技部と連携しなが

な維持管理 催や誘致による中央運 機会が増えた。　　　　　　 ら、今後も県内外の合宿誘致

動公園の積極的な活用 ・青少年健全育成、競技力向 活動を強化していく。

上、経済効果も担い、より充

実した事業を期待する。

〔２０５〕  ・スポーツクラブへの加入者 ・少子高齢化で子ども・若年

よいらーいきスポーツク ②スポーツクラブ会員の は毎年減っている。人口減少 層の母数が減る一方、高齢会

ラブの推進 拡充 だけが原因だとは考えにくい。員の比率が上がり、新規の若

原因を分析し、運営方法や広 年層会員の獲得が追いついて

報・周知の方法を検討頂きた いない、といった加入者減少

い。　　　　　　　　　　　 の主な要因を整理しながら、

・会員確保の維持をお願いす 広報周知の見直しも図りなが

る。 ら会員確保に努めていく。

 

 

 

　まとめ（全体意見等） 
 

　 令和７年度教育委員会の１２施策１３事業について，点検・評価を行いました。 

　 各事業の必要性・進捗状況については、それぞれに課題もありますが、おおむね順調に推移し

ているものと思われます。 

　 目標値に達していない事業については、その課題を十分検討した上で、事業の必要性、効率性

を考慮し、事業内容の見直しを図る必要があると思います。 

　 今後についても、中種子町の教育行政発展のため、学校教育及び生涯教育双方の観点から様

々な意見や情報等を交歓しながら、各種事業を推進していただきたい。 
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